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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】電子装置の初期設定の段階で言語の設定を、ユ
ーザーが操作することなく、自動的に又は最小限のユー
ザ操作で行う電子装置及びその制御方法を提供する。
【解決手段】電子装置１００は、通信部１１０と、プロ
セッサ１２０と、を含む。プロセッサ１２０は、ユーザ
命令に基づいて、電子装置の初期設定を行う間に、電子
装置の周辺の外部装置から予め設定された信号が受信さ
れると、予め設定された信号に含まれた外部装置の設定
言語に対する情報に基づいて、電子装置の初期設定のた
めの言語を判断し、判断された言語に基づいて、電子装
置の初期設定を行う。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子装置において、
　通信部と、
　ユーザ命令に基づいて、前記電子装置の初期設定を行う間に、前記電子装置の周辺の前
記外部装置から予め設定された信号が受信されると、前記予め設定された信号に含まれた
前記外部装置の設定言語に対する情報に基づいて、前記電子装置の初期設定のための言語
を判断し、前記判断された言語に基づいて、前記電子装置の初期設定を行うプロセッサと
　を含む電子装置。
【請求項２】
　前記通信部は、ブルートゥース通信回路を含み、
　前記プロセッサは、
　言語に対する情報の伝送をリクエストする信号を前記ブルートゥース通信回路を用いて
前記外部装置に伝送し、前記伝送された信号にレスポンスし、前記電子装置の周辺の外部
装置から前記予め設定された信号を受信することを特徴とする請求項１に記載の電子装置
。
【請求項３】
　前記プロセッサは、
　前記電子装置の初期設定を行う間に、前記予め設定された信号が受信されない場合、前
記電子装置に予め設定された国家及び言語に対する情報に基づいて、前記電子装置の初期
設定のための言語を判断することを特徴とする請求項１に記載の電子装置。
【請求項４】
　前記プロセッサは、
　前記電子装置に１つの言語が予め設定されている場合、前記予め設定されている言語を
前記電子装置の初期設定のための言語と判断することを特徴とする請求項３に記載の電子
装置。
【請求項５】
　ディスプレイを更に含み、
　前記プロセッサは、
　前記電子装置に複数の言語が予め設定されている場合、前記複数の言語の中から前記国
家で主に使われる言語を他の言語と区別されるように前記ディスプレイに表示し、前記表
示された複数の言語の中から選択された言語を前記電子装置の初期設定のための言語と判
断することを特徴とする請求項３に記載の電子装置。
【請求項６】
　前記プロセッサは、
　前記国家に対する情報の伝送をリクエストする信号を前記電子装置の周辺のＡＰに伝送
し、前記伝送された信号にレスポンスして前記ＡＰからＡＰ信号が受信されると、前記Ａ
Ｐ信号に含まれた国家に対する情報を判断し、前記ＡＰ信号に含まれた国家が前記電子装
置に予め設定された国家と異なる場合、前記ＡＰ信号に含まれた国家に対する情報に基づ
いて、前記電子装置の初期設定のための言語を判断することを特徴とする請求項３に記載
の電子装置。
【請求項７】
　前記プロセッサは、
　複数のＡＰから受信された複数のＡＰ信号に基づいて各ＡＰに対応する国家を判断し、
前記判断された複数の国家が相互異なる場合、前記電子装置に予め設定された国家に対す
る情報に基づいて相互異なる国家の中から１つの国家を判断し、前記判断された国家に対
応する言語を前記前記電子装置の初期設定のための言語と判断することを特徴とする請求
項６に記載の電子装置。
【請求項８】
　前記プロセッサは、
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　前記電子装置に予め設定された国家及び前記相互異なる国家の間の距離に基づいて、前
記相互異なる国家の中から前記１つの国家を判断することを特徴とする請求項７に記載の
電子装置。
【請求項９】
　前記プロセッサは、
　複数のＡＰから受信された複数のＡＰ信号に基づいて各ＡＰに対応する国家を判断し、
前記判断された複数の国家の中から少なくとも１つが異なる場合、前記複数の国家の中か
ら最も高い頻度を有する国家に対応する言語を前記電子装置の初期設定のための言語と判
断することを特徴とする請求項６に記載の電子装置。
【請求項１０】
　前記プロセッサは、
　前記判断された言語に対応する国家を判断し、前記判断された国家に対する情報に基づ
いて、前記電子装置の時間及び放送チャネルのうち少なくとも一方に対する初期設定を行
うことを特徴とする請求項１に記載の電子装置。
【請求項１１】
　電子装置の制御方法において、
　ユーザ命令に基づいて、前記電子装置の初期設定を行う間に、前記電子装置の周辺の外
部装置から予め設定された信号を受信するステップと、
　前記予め設定された信号に含まれた前記外部装置の設定言語に対する情報に基づいて、
前記電子装置の初期設定のための言語を判断するステップと、
　前記判断された言語に基づいて、前記電子装置の初期設定を行うステップと
　を含む電子装置の制御方法。
【請求項１２】
　前記信号を受信するステップは、
　言語に対する情報の伝送をリクエストする信号を前記電子装置のブルートゥース通信回
路を用いて前記外部装置に伝送し、前記伝送された信号にレスポンスし、前記電子装置の
周辺の外部装置から前記予め設定された信号を受信することを特徴とする請求項１１に記
載の電子装置の制御方法。
【請求項１３】
　前記言語を判断するステップは、
　前記電子装置の初期設定を行う間に、前記予め設定された信号が受信されない場合、前
記電子装置に予め設定された国家及び言語に対する情報に基づいて、前記電子装置の初期
設定のための言語を判断することを特徴とする請求項１１に記載の電子装置の制御方法。
【請求項１４】
　前記言語を判断するステップは、
　前記電子装置に１つの言語が予め設定されている場合、前記予め設定されている言語を
前記電子装置の初期設定のための言語と判断することを特徴とする請求項１３に記載の電
子装置の制御方法。
【請求項１５】
　前記言語を判断するステップは、
　前記電子装置に複数の言語が予め設定されている場合、前記複数の言語の中から前記国
家で主に使われる言語を他の言語と区別されるように表示するステップと、
　前記表示された複数の言語の中から選択された言語を前記電子装置の初期設定のための
言語と判断するステップと
　を含むことを特徴とする請求項１３に記載の電子装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子装置及びその制御方法に関し、より詳細には、初期設定を行うことがで
きる電子装置及びその制御方法に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　通常、テレビ、コンピュータ、ノートパソコン、ＡＩスピーカなどの電子装置は、初期
設定が必要である。ここで、初期設定とは、電子装置に適用する言語、日付、時間又はユ
ーザアカウントなどを設定する作業として、商品の発売後、電子装置の電源が初めてオン
（Ｏｎ）になった際に行うことができ、更に、初期設定のためのユーザ命令が受信される
場合に行われる。
【０００３】
　一方、従来の電子装置は、言語の初期設定のために、電子装置に対応する複数の言語を
含むリストを提供している。しかし、それは、ユーザに不便を感じさせるおそれがある。
ユーザは、数多くの言語の中から特定の言語を選択するために、電子装置に数回の操作を
入力しなければならないためである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】韓国公開特許第１０－２０１３－００６４２５６号公報
【特許文献２】韓国登録特許第１０－１７４５３１６号公報
【特許文献３】韓国登録特許第１０－１７１７０４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところ
は、電子装置の初期設定の段階で言語の設定を、ユーザーが操作することなく、自動的に
又は最小限のユーザ操作で行う電子装置及びその制御方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記目的を達成するための本発明の一実施形態に係る電子装置は、通信部と、ユーザ命
令に基づいて、前記電子装置の初期設定を行う間に、前記電子装置の周辺の前記外部装置
から予め設定された信号が受信されると、前記予め設定された信号に含まれた前記外部装
置の設定言語に対する情報に基づいて、前記電子装置の初期設定のための言語を判断し、
前記判断された言語に基づいて、前記電子装置の初期設定を行うプロセッサとを含む。
【０００７】
　そして、前記通信部は、ブルートゥース(登録商標)通信回路を含み、前記プロセッサは
、言語に対する情報の伝送をリクエストする信号を前記ブルートゥース通信回路を用いて
前記外部装置に伝送し、前記伝送された信号にレスポンスし、前記電子装置の周辺の外部
装置から前記予め設定された信号を受信してよい。
【０００８】
　一方、前記プロセッサは、前記電子装置の初期設定を行う間に、前記予め設定された信
号が受信されない場合、前記電子装置に予め設定された国家及び言語に対する情報に基づ
いて、前記電子装置の初期設定のための言語を判断してよい。
【０００９】
　ここで、前記プロセッサは、前記電子装置に１つの言語が予め設定されている場合、前
記予め設定されている言語を前記電子装置の初期設定のための言語と判断してよい。
【００１０】
　一方、本発明の一実施形態に係る電子装置は、ディスプレイを更に含み、前記プロセッ
サは、前記電子装置に複数の言語が予め設定されている場合、前記複数の言語の中から前
記国家で主に使われる言語を他の言語と区別されるように前記ディスプレイに表示し、前
記表示された複数の言語の中から選択された言語を前記電子装置の初期設定のための言語
と判断してよい。
【００１１】
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　そして、前記プロセッサは、前記国家に対する情報の伝送をリクエストする信号を前記
電子装置の周辺のＡＰ（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ）に伝送し、前記伝送された信号にレ
スポンスして前記ＡＰからＡＰ信号が受信されると、前記ＡＰ信号に含まれた国家に対す
る情報を判断し、前記ＡＰ信号に含まれた国家が前記電子装置に予め設定された国家と異
なる場合、前記ＡＰ信号に含まれた国家に対する情報に基づいて、前記電子装置の初期設
定のための言語を判断してよい。
【００１２】
　そして、前記プロセッサは、複数のＡＰから受信された複数のＡＰ信号に基づいて各Ａ
Ｐに対応する国家を判断し、前記判断された複数の国家が相互異なる場合、前記電子装置
に予め設定された国家に対する情報に基づいて相互異なる国家の中から１つの国家を判断
し、前記判断された国家に対応する言語を前記前記電子装置の初期設定のための言語と判
断してよい。
【００１３】
　そして、前記プロセッサは、前記電子装置に予め設定された国家及び前記相互異なる国
家の間の距離に基づいて、前記相互異なる国家の中から前記１つの国家を判断してよい。
【００１４】
　そして、前記プロセッサは、複数のＡＰから受信された複数のＡＰ信号に基づいて各Ａ
Ｐに対応する国家を判断し、前記判断された複数の国家の中から少なくとも１つが異なる
場合、前記複数の国家の中から最も高い頻度を有する国家に対応する言語を前記電子装置
の初期設定のための言語と判断してよい。
【００１５】
　なお、前記プロセッサは、前記判断された言語に対応する国家を判断し、前記判断され
た国家に対する情報に基づいて、前記電子装置の時間及び放送チャネルのうち少なくとも
一方に対する初期設定を行ってよい。
【００１６】
　一方、前記目的を達成するための本発明の一実施形態に係る電子装置の制御方法は、ユ
ーザ命令に基づいて、前記電子装置の初期設定を行う間に、前記電子装置の周辺の外部装
置から予め設定された信号を受信するステップと、前記予め設定された信号に含まれた前
記外部装置の設定言語に対する情報に基づいて、前記電子装置の初期設定のための言語を
判断するステップと、前記判断された言語に基づいて、前記電子装置の初期設定を行うス
テップとを含む。
【００１７】
　そして、前記信号を受信するステップは、言語に対する情報の伝送をリクエストする信
号を前記電子装置のブルートゥース通信回路を用いて前記外部装置に伝送し、前記伝送さ
れた信号にレスポンスし、前記電子装置の周辺の外部装置から前記予め設定された信号を
受信してよい。
【００１８】
　一方、前記言語を判断するステップは、前記電子装置の初期設定を行う間に、前記予め
設定された信号が受信されない場合、前記電子装置に予め設定された国家及び言語に対す
る情報に基づいて、前記電子装置の初期設定のための言語を判断してよい。
【００１９】
　ここで、前記言語を判断するステップは、前記電子装置に１つの言語が予め設定されて
いる場合、前記予め設定されている言語を前記電子装置の初期設定のための言語と判断し
てよい。
【００２０】
　そして、前記言語を判断するステップは、前記電子装置に複数の言語が予め設定されて
いる場合、前記複数の言語の中から前記国家で主に使われる言語を他の言語と区別される
ように表示するステップと、前記表示された複数の言語の中から選択された言語を前記電
子装置の初期設定のための言語と判断するステップとを含んでよい。
【００２１】
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　そして、前記言語を判断するステップは、前記国家に対する情報の伝送をリクエストす
る信号を前記電子装置の周辺のＡＰに伝送し、前記伝送された信号にレスポンスして前記
ＡＰからＡＰ信号が受信されると、前記ＡＰ信号に含まれた国家に対する情報を判断し、
前記ＡＰ信号に含まれた国家が前記電子装置に予め設定された国家と異なる場合、前記Ａ
Ｐ信号に含まれた国家に対する情報に基づいて、前記電子装置の初期設定のための言語を
判断してよい。
【００２２】
　そして、前記言語を判断するステップは、複数のＡＰから受信された複数のＡＰ信号に
基づいて各ＡＰに対応する国家を判断し、前記判断された複数の国家が相互異なる場合、
前記電子装置に予め設定された国家に対する情報に基づいて相互異なる国家の中から１つ
の国家を判断し、前記判断された国家に対応する言語を前記前記電子装置の初期設定のた
めの言語と判断してよい。
【００２３】
　そして、前記言語を判断するステップは、前記電子装置に予め設定された国家及び前記
相互異なる国家の間の距離に基づいて、前記相互異なる国家の中から前記１つの国家を判
断してよい。
【００２４】
　そして、前記言語を判断するステップは、複数のＡＰから受信された複数のＡＰ信号に
基づいて各ＡＰに対応する国家を判断し、前記判断された複数の国家の中から少なくとも
１つが異なる場合、前記複数の国家の中から最も高い頻度を有する国家に対応する言語を
前記電子装置の初期設定のための言語と判断してよい。
【００２５】
　なお、本発明は、前記判断された言語に対応する国家を判断し、前記判断された国家に
対する情報に基づいて、前記電子装置の時間及び放送チャネルのうち少なくとも一方に対
する初期設定を行うステップを更に含んでよい。
【発明の効果】
【００２６】
　以上説明したように、本発明によれば、ユーザが操作することなく、言語の設定が自動
的に行われるため、ユーザの利便性を高めることができる。又は、最小限のユーザの操作
で言語の設定が行われるため、ユーザの利便性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の一実施形態に係る電子装置を説明するためのブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る電子装置が初期設定のための言語を判断する方法を説
明するためのフローチャートである。
【図３】本発明の一実施形態に係る言語設定作業の実行中の電子装置を示す図である
【図４】本発明の一実施形態に係る言語設定作業を完了した電子装置を示す図である。
【図５】本発明の一実施形態に係る電子装置が電子装置に予め設定された国家及び言語に
対する情報に基づいて、初期設定のための言語を判断する方法を説明するためのフローチ
ャートである。
【図６】本発明の一実施形態に係る複数の言語を表示する電子装置を示す図である。
【図７】本発明の一実施形態に係るＡＰ信号に基づいて初期設定のための言語を判断する
方法を説明するためのフローチャートである。
【図８】本発明の一実施形態に係る複数のＡＰから複数の国家に対する情報が受信される
場合、初期設定のための言語を判断する方法を説明するためのフローチャートである。
【図９】本発明の一実施形態に係る電子装置を説明するための詳細なブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　まず、本明細書及び請求範囲で使われる用語は、本発明の機能を考慮して一般的な用語
を選択している。しかし、このような用語は、当分野に携わる技術者の意図や法律的又は
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技術的な解釈及び新しい技術の出現などによって異なってよい。なお、一部の用語は、出
願人が任意に選定した用語もある。このような用語に対しては、本明細書で定義された意
味で解釈されてよく、具体的な用語の定義がなければ、本明細書の内容の全般及び当該技
術分野の通常の技術常識を基に解釈されてよい。
【００２９】
　なお、本発明を説明するうえで、関連する公知機能或いは構成に対する具体的な説明が
、本発明の要旨を不要に曖昧にするおそれがあると判断される場合、それに対する詳しい
説明は、省略する。
【００３０】
　更に、以下の添付図面及び図面に記載された内容を参照し、本発明の実施形態について
詳しく説明するが、本発明が実施形態によって制限されたり限定されるものではない。
【００３１】
　以下、添付の図を参照して本発明について詳細に説明する。
【００３２】
　図１は、本発明の一実施形態に係る電子装置を説明するためのブロック図である。
【００３３】
　本発明の一実施形態に係る電子装置１００は、スマートテレビであってよい。ただ、そ
れは、一実施形態に過ぎず、電子装置１００は、コンピュータ、ノートパソコン、AIスピ
ーカ、タブレット、デジタルカメラ、カムコーダ、ＰＤＡ、スマートフォンなどのように
、初期設定を行うことができる多様な電子装置であってよい。
【００３４】
　図１を参照すると、本発明の一実施形態に係る電子装置１００は、通信部１１０及びプ
ロセッサ１２０を含む。
【００３５】
　通信部１１０は、外部装置と通信し、多様なデータを送受信することができる。例えば
、通信部１１０は、構内ネットワーク（ＬＡＮ：Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ
）、インターネットネットワーク、移動通信ネットワークを通じて外部装置と通信を行う
ことができるたけでなく、ＢＴ（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ(登録商標)）、ＢＬＥ（Ｂｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ　Ｌｏｗ　Ｅｎｅｒｇｙ）、Ｗｉ－Ｆｉ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｆｉｄｅｌｉｔｙ
(登録商標)）、Ｚｉｇｂｅｅ、ＮＦＣなどのような多様な通信方式などを介して外部装置
との通信を行うことができる。
【００３６】
　そのために、通信部１１０は、ネットワーク通信を行うための多様な通信モジュールを
含んでよい。例えば、通信部１１０は、ブルートゥースチップ、Ｗｉ－Ｆｉチップ、無線
通信チップなどを含んでよい。
【００３７】
　特に、通信部１１０は、外部装置との通信を行い、外部装置の設定言語に対する情報を
受信することができる。ここで、外部装置は、スマートフォン、コンピュータ、ノートパ
ソコンなどであってよいが、必ずしもそれに限定されるものではない。
【００３８】
　なお、通信部１１０は、外部装置との通信を行い、外部装置から国家に対する情報を含
む信号を受信することができる。ここで、外部装置は、ＡＰであってよいが、必ずしもそ
れに限定されるものではない。
【００３９】
　一方、通信部１１０は、外部装置との通信を行い、放送コンテンツ（又は、放送信号）
を受信することもできる。ここで、放送コンテンツは、映像、オーディオ又は付加データ
（例えば、ＥＰＧ）のうち、少なくとも１つを含んでよい。そのために、通信部１１０は
、チューナ（図示せず）、復調器（図示せず）、等化器（図示せず）などを含んでよい。
【００４０】
　プロセッサ１２０は、電子装置１００の動作全般を制御する。そのために、プロセッサ
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１２０は、中央処理装置（ＣＰＵ：Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）
、アプリケーションプロセッサ（ＡＰ：Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ
）またはコミュニケーションプロセッサ（ＣＰ：Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｃ
ｅｓｓｏｒ）のうち、１つ又はそれ以上を含んでよい。
【００４１】
　プロセッサ１２０は、ＯＳ（オペレーティングシステム）又は応用プログラムを駆動し
、プロセッサ１２０に接続されたハードウェア又はソフトウェアの構成要素を制御するこ
とができ、各種データ処理及び演算を行うことができる。なお、プロセッサ１２０は、他
の構成要素のうち、少なくとも１つから受信された命令又はデータを揮発性メモリにロー
ドして処理し、多様なデータを非揮発性メモリに保存してよい。
【００４２】
　プロセッサ１２０は、ユーザ命令に基づいて、電子装置１００の初期設定を行うことが
できる。ここで、初期設定とは、電子装置に適用する言語、日付、時間またはユーザアカ
ウントなどを設定する作業であってよい。
【００４３】
　具体的に、プロセッサ１２０は、電子装置１００が製造された後、電子装置１００の電
源をオン（Ｏｎ）するためのユーザ命令が最初に受信された場合、初期設定を行うことが
できる。又は、プロセッサ１２０は、電子装置１００を初期化させるためのユーザ命令が
受信される場合、又は電子装置１００の初期設定のためのユーザ命令が受信される場合な
どにおいて、初期設定を行うことができる。
【００４４】
　その後、プロセッサ１２０は、電子装置１００の初期設定のための言語を判断すること
ができる。以下、図２を参照し、本発明の一実施形態に係る電子装置１００が初期設定の
ための言語を判断する方法について説明する。
【００４５】
　図２は、本発明の一実施形態に係る電子装置が初期設定のための言語を判断する方法を
説明するためのフローチャートである。
【００４６】
　プロセッサ１２０は、電子装置１００の周辺に位置する外部装置の設定言語に対する情
報に基づいて、電子装置１００の初期設定のための言語を判断することができる。ここで
、外部装置は、電子装置１００と通信可能な範囲内にある装置として、スマートフォンで
あってよいが、必ずしもそれに限定されるわけではない。外部装置は、コンピュータ、ノ
ートパソコン、ＡＩスピーカなどの多様な電子装置であってよい。
【００４７】
　そのために、プロセッサ１２０は、電子装置１００の初期設定を行う間に、電子装置１
００の周辺に、言語に対する情報をリクエストする信号をブロードキャストすることがで
きる。具体的に、プロセッサ１２０は、言語に対する情報の伝送をリクエストする信号を
ブルートゥース通信方式によって、電子装置１００の周辺にブロードキャストすることが
できる。即ち、プロセッサ１２０は、通信部１１０に含まれたブルートゥース通信回路を
用いて、言語に対する情報の伝送をリクエストする信号を電子装置１００の周辺にブロー
ドキャストすることができる。一方、ブルートゥース通信方式は一実施形態に過ぎず、本
発明の通信方式が必ずしもそれに限定されるわけではない。
【００４８】
　そして、プロセッサ１２０は、電子装置１００の初期設定を行う間に、電子装置１００
の周辺の外部装置から予め設定された信号を受信（Ｓ２１０）することができる。ここで
、予め設定された信号は、外部装置によってブロードキャストされる信号として、外部装
置は、上述の言語に対する情報の伝送をリクエストする信号に対するレスポンスとして、
外部装置に設定された言語に対する情報を含む信号をブロードキャストすることができる
。一方、外部装置は、ブルートゥース通信方式によって言語に対する情報を含む信号をブ
ロードキャストすることができるが、通信方式が必ずしもそれに限定されるもわけではな
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い。
【００４９】
　そして、プロセッサ１２０は、外部装置によってブロードキャストされる予め設定され
た信号が受信されると、外部装置の設定言語に対する情報に基づいて、電子装置１００の
初期設置絵のための言語を判断（Ｓ２２０）することができる。具体的に、プロセッサ１
２０は、外部装置の設定言語に対する情報に基づいて、外部装置に設定された言語を判断
し、外部装置に設定された言語を電子装置１００の初期設定のための言語と判断すること
ができる。例えば、プロセッサ１２０は、外部装置から受信された予め設定された信号に
基づいて、外部装置に設定された言語が英語と判断されると、電子装置１００の初期設定
のための言語を英語と判断することができる。
【００５０】
　このように、ブルートゥース通信方式によって受信された信号に基づいて、電子装置１
００の初期設定のための言語を判断することで、本発明は、電子装置１００と近距離に位
置する外部装置に設定された言語を電子装置１００の初期設定のための言語と判断するこ
とができる。それにより、電子装置１００の実際にユーザの使用する言語を電子装置１０
０の初期設定のための言語に設定することができる。
【００５１】
　即ち、本発明は、Ｗｉ－Ｆｉ通信方式より相対的に近距離通信をサポートするブルート
ゥース通信方式を利用することで、電子装置１００のユーザでない別のユーザの外部装置
に設定された言語が電子装置１００の言語に設定されることを防止することができる。
【００５２】
　その後、プロセッサ１２０は、判断された言語に基づいて、初期設定を行う（Ｓ２３０
）することができる。
【００５３】
　一方、プロセッサ１２０は、外部装置の設定言語に対する情報に基づいて、電子装置１
００の初期設定のための言語を判断する間、図３に示すように、言語設定作業を実行中と
いう情報をディスプレイを介して表示することができる。
【００５４】
　そして、上述の実施形態のように、外部装置に設定された言語が英語と判断されると、
プロセッサ１２０は、英語を電子装置１００の初期設定のための言語と判断し、図４に示
すように、英語に電子装置１００の言語が設定されていることを示すことができる。
【００５５】
　このように、本発明は、外部装置の設定言語に対する情報に基づいて、電子装置１００
の初期設定のための言語を自動的に判断することができる。それにより、ユーザは、言語
設定のための別途の入力を行わなくてもいいため、ユーザの利便性が向上する。
【００５６】
　一方、場合によっては、電子装置１００から通信可能な範囲内に外部装置が存在しない
ことなどを理由に、電子装置１００は外部装置から外部装置によってブロードキャストさ
れる予め設定された信号を受信できないこともある。
【００５７】
　以下、外部装置から外部装置によってブロードキャストされる予め設定された信号が受
信されない場合において、プロセッサ１２０が初期設定のための言語を判断する方法につ
いて説明する。
【００５８】
　図５は、本発明の一実施形態に係る電子装置が電子装置に予め設定された国家及び言語
に対する情報に基づいて、初期設定のための言語を判断する方法を説明するためのフロー
チャートである。
【００５９】
　プロセッサ１２０は、電子装置１００の初期設定を行う間に、外部装置から外部装置の
設定言語に対する情報を含む予め設定された信号が受信されない場合、電子装置１００に
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予め設定された国家及び言語に対する情報に基づいて、初期設定のための言語を判断する
ことができる。
【００６０】
　具体的に、プロセッサ１２０は、外部装置から信号が予め設定された受信されない場合
、電子装置１００に予め設定された国家及び言語に対する情報を判断（Ｓ５１０）するこ
とができる。ここで、国家に対する情報及び言語に対する情報は、電子装置１００の製造
段階で設定されてよいが、必ずしもそれに限定されるわけではない。
【００６１】
　そして、プロセッサ１２０は、電子装置１００に１つの言語が予め設定されている場合
なら、予め設定された言語を電子装置１００の初期設定のための言語と判断（Ｓ５２１）
することができる。例えば、電子装置１００に米国に対する情報及び英語に対する情報が
予め設定されている場合、プロセッサ１２０は、英語を初期設定のための言語と判断する
ことができる。
【００６２】
　一方、プロセッサ１２０は、電子装置１００に複数の言語が予め設定されている場合な
ら、複数の言語の中から１つを選択するユーザ命令を受信するために、電子装置１００に
予め設定された複数の言語をディスプレイに表示することができる。即ち、プロセッサ１
２０は、電子装置１００によってサポートされる複数の言語の中から電子装置１００に予
め設定された複数の言語をディスプレイに表示することができる。又は、プロセッサ１２
０は、電子装置１００に予め設定された複数の言語の中から１つの選択するようにガイド
するオーディオをスピーカを介して出力することができる。
【００６３】
　特に、プロセッサ１２０は、電子装置１００に複数の言語が予め設定されている場合な
ら、複数の言語の中から電子装置１００に予め設定された国家で主に使われる言語を他の
言語と区別できるようにディスプレイに表示（Ｓ５２２－１）することができる。
【００６４】
　例えば、電子装置１００にカナダに対する情報及び英語及びフランス語に対する情報が
予め設定されている場合、プロセッサ１２０は、英語及びフランス語に対する情報をディ
スプレイに表示し、特に、英語及びフランス語の中から、英語が当該国家で主に使われる
言語に予め設定されている場合なら、英語をフランス語と区別されるようにディスプレイ
に表示してよい。
【００６５】
　ここで、英語をフランス語と区別して表示する方法には、多様な技術的な思想が適用さ
れてよい。例えば、英語に対応するテキストを廃ハイライトさせて表示したり、英語に対
応するテキストをフランス語に対応するテキストより厚く表示するなどの方法で、プロセ
ッサ１２０は、英語をフランス語と区別されるようにディスプレイに表示することができ
る。なお、ここで表示される画面は、電子装置１００に備えられた確認ボタン又はリモコ
ンの確認ボタンさえ押せば、英語が選択されるように選定された画面であってよい。
【００６６】
　例えば、図６を参照すると、プロセッサ１２０は、英語に対応するテキストをフランス
語に対応するテキストより厚くディスプレイに表示することができる。一方、図６では、
電子装置１００に予め設定された言語のみを表示するものとして示しているが、それは一
実施形態に過ぎず、プロセッサ１２０は、電子装置１００に予め設定された言語の他に、
電子装置１００がサポートする多様な言語をもっと表示できてよい。
【００６７】
　その後、プロセッサ１２０は、ディスプレイに表示された複数の言語の中から選択され
た言語を電子装置の初期設定のための言語と判断（Ｓ５２２－２）することができる。具
体的に、プロセッサ１２０は、電子装置１００に備えられたボタン又はリモコンに備えら
れたボタンを介して、複数の言語の中から１つを選択するユーザ命令が入力される阿合、
ユーザ命令に対応する言語を電子装置の初期設定のための言語と判断することができる。
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【００６８】
　その後、プロセッサ１２０は、判断された言語に基づいて、電子装置１００に初期設定
を行う（Ｓ５３０）ことができる。
【００６９】
　このように、本発明は、電子装置１００に予め設定された国家及び言語に対する情報に
基づいて、初期設定のための言語を判断することで、ユーザが操作することなく、自動的
に又は最小限のユーザ操作で初期設定のための言語を判断することができる。
【００７０】
　一方、以上では、外部装置から外部装置の設定言語に対する情報を含む予め設定された
信号が受信されないことを前提に、電子装置１００に予め設定された国家及び言語に対す
る情報に基づいて、初期設定のための言語を判断するものとして説明したが、それは一実
施形態に過ぎない。
【００７１】
　即ち、プロセッサ１２０は、外部装置と関係なく、最初から電子装置１００に予め設定
された国家及び言語に対する情報に基づいて、初期設定のための言語を判断することがで
きる。又は、プロセッサ１２０は、電子装置１００に国家及び言語に対する情報が予め設
定されていないことを前提に、外部装置の設定言語に対する情報に基づいて、初期設定の
ための言語を判断することもできる。
【００７２】
　図７は、本発明の一実施形態に係るＡＰ信号に基づいて初期設定のための言語を判断す
る方法を説明するためのフローチャートである。
【００７３】
　場合によって、電子装置１００に予め設定された国家に対する情報は、実際に電子装置
１００の位置する国家に対応しなくてよい。例えば、電子装置１００には、スペインに対
する情報が予め設定されているが、実際に電子装置１００はフランスに販売され、フラン
スに位置する場合がそうである。
【００７４】
　この場合、プロセッサ１２０は、ＡＰによってブロードキャストされる信号に含まれた
国家情報に基づいて、電子装置の初期設定のための言語を判断することができる。
【００７５】
　そのために、プロセッサ１２０は、国家に対する情報の伝送をリクエストする信号を電
子装置１００の周辺のＡＰに伝送（Ｓ７１０）することができる。具体的に、プロセッサ
１２０は、Ｗｉ－Ｆｉ通信方式によって、国家に対する情報の伝送をリクエストする信号
を電子装置１００の周辺にブロードキャストすることができる。一方、Ｗｉ－Ｆｉ通信方
式は一実施形態に過ぎず、本発明の通信方式が必ずしもそれに限定されるわけではない。
【００７６】
　そして、プロセッサ１２０は、ＡＰからＡＰ信号が受信されると、ＡＰ信号に含まれた
国家に対する情報を判断（Ｓ７２０）することができる。ここで、ＡＰ信号は、ＡＰによ
ってブロードキャストされる信号として、ＡＰは上述の国家に対する情報の伝送をリクエ
ストする信号に対するレスポンスとして、国家に対する情報を含むＡＰ信号をブロードキ
ャストすることができる。一方、外部装置は、Ｗｉ－Ｆｉ通信方式によって、国家に対す
る情報を含む信号をブロードキャストすることができるが、通信方式が必ずしもそれに限
定されるわけではない。
【００７７】
　そして、プロセッサ１２０は、ＡＰ信号に含まれた国家が電子装置１００に予め設定さ
れた国家と異なる場合、ＡＰ信号に含まれた国家に対する情報に基づいて、電子装置１０
０の初期設定のための言語を判断（Ｓ７３０）することができる。例えば、電子装置１０
０に予め設定された国家がスペインであり、ＡＰ信号にフランスに対する情報が含まれた
場合、プロセッサ１２０はフランスに基づいて電子装置１００の初期設定のための言語を
判断することができる。即ち、プロセッサ１２０は、フランス語を電子装置１００の初期
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設定のための言語と判断することができる。
【００７８】
　このように、ＡＰ信号に基づいて、電子装置１００の初期設定のための言語を判断する
ことで、本発明は、実際に電子装置１００の位置する国家に対応する言語を初期設定のた
めの言語と判断することができる。
【００７９】
　図８は、本発明の一実施形態に係る複数のＡＰから複数の国家に対する情報が受信され
る場合、初期設定のための言語を判断する方法を説明するためのフローチャートである。
【００８０】
　プロセッサ１２０は、Ｗｉ－Ｆｉ通信が可能な範囲内に複数のＡＰが位置する場合、複
数のＡＰから複数のＡＰ信号を受信することができる。
【００８１】
　この場合、複数のＡＰから受信された複数のＡＰ信号に基づいて、各ＡＰに対応する国
家を判断（Ｓ８１０）することができる。具体的に、プロセッサ１２０は、各ＡＰ信号に
含まれた国家に対する情報に基づいて、各ＡＰに対応する国家を判断することができる。
【００８２】
　そして、プロセッサ１２０は、各ＡＰに対応する国家が相互異なる場合、電子装置１０
０に予め設定された国家に対する情報に基づいて、相互異なる国家の中から１つの国家を
判断（Ｓ８２０）し、判断された国家に対応する言語を電子装置１００の初期設定のため
の言語と判断（Ｓ８３０）することができる。
【００８３】
　例えば、第１ＡＰ及び第２ＡＰのそれぞれからＡＰ信号が受信された場合を仮定する。
この場合、第１ＡＰに対応する国家がスペインであり、第２ＡＰに対応する国家がフラン
スであり、電子装置１００に予め設定された国家がスペインであれば、プロセッサ１２０
はスペイン及びフランスの中からスペインを判断し、スペイン語を電子装置１００の初期
設定のための言語と判断することができる。
【００８４】
　又は、プロセッサ１２０は、相互異なる国家の中から、電子装置１００に予め設定され
た国家及び相互異なる国家の間の距離に基づいて、相互異なる国家の中から１つの国家を
判断することができる。例えば、第１ＡＰに対応する国家がフランスであり、第２ＡＰに
対応する国家が中国であり、電子装置１００に予め設定された国家がスペインである場合
、プロセッサ１２０は、フランス及び中国の中から、スペインから予め設定された距離内
に位置するフランスを判断し、フランス語を電子装置１００の初期設定のための言語と判
断することができる。
【００８５】
　一方、予め設定された距離は、商品の製造段階で設定されてよく、必ずしもそれに限定
されるわけではない。そして、予め設定された距離は一実施形態に過ぎず、プロセッサ１
２０は大陸単位で設定された国家情報に基づいて、相互異なる国家の中から１つの国家を
判断することもできる。例えば、プロセッサ１２０は、相互異なる国家の中から、電子装
置１００に予め設定された国家と同様の大陸（例えば、欧州）に位置する国家を判断し、
当該国家で使われる国家を電子装置１００の初期設定のための言語と判断することができ
る。
【００８６】
　それにより、本発明は、誤った国家情報を含むＡＰ信号をフィルターアウトさせること
ができる。
【００８７】
　一方、プロセッサ１２０は、各ＡＰに対応する国家の中から、少なくとも１つが異なる
場合、複数の国家の中から最も高い頻度を有する国家に対応する言語を電子装置１００の
初期設定のための言語と判断することができる。
【００８８】



(13) JP 2020-126648 A 2020.8.20

10

20

30

40

50

　例えば、プロセッサ１２０は、第１及び第２ＡＰに対応する国家がフランスであり、第
３ＡＰに対応するドイツであり、電子装置１００に予め設定された国家がスペインである
場合、プロセッサ１２０は、フランス及びドイツの中から頻度の高いフランスを判断し、
フランス語を電子装置１００の初期設定のための言語と判断することができる。
【００８９】
　それにより、本発明は、電子装置１００の位置する地域が相互異なる国家の隣接する地
点である場合でも、効率的に電子装置１００の初期設定のための言語を判断することがで
きる。
【００９０】
　図９は、本発明の一実施形態に係る電子装置を説明するための詳細なブロック図である
。
【００９１】
　図９を参照すると、本発明の一実施形態に係る電子装置１００は、通信部１１０、保存
部１３０と、ディスプレイ１４０、マイク１５０、スピーカ１６０、入力部１７０、信号
処理部１８０及びプロセッサ１２０を含んでよい。以下、上述の説明と重複する部分は、
省略して説明する。
【００９２】
　保存部１３０は、電子装置１００の構成要素の動作全般を制御するためのオペレーティ
ングシステム（ＯＳ：Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）及び電子装置１００の構成要
素に関する命令又はデータを保存することができる。
【００９３】
　それにより、プロセッサ１２０は、保存部１３０に保存された多様な命令又はデータな
どを用いて、電子装置１００の複数のハードウェアまたはソフトウェアの構成要素を制御
することができ、他の構成要素のうち、少なくとも１つから受信された命令またはデータ
を揮発性データにロード（Ｌｏａｄ）して処理し、多様なデータを非揮発性メモリに保存
（Ｓｔｏｒｅ）することができる。
【００９４】
　特に、保存部１３０は、複数の言語に対する情報を保存することができる。例えば、保
存部１３０は、英語、韓国語、フランス語などの言語に対する情報を保存し、プロセッサ
１２０は、複数の言語の中から電子装置１００に設定された言語を用いて多様な機能を提
供することができる。
【００９５】
　なお、保存部１３０は、国家に対する情報を保存することができる。そして、各国家に
対する情報には、言語に対する情報がマッチされていてよい。例えば、米国には、英語に
対する情報がマッチしていて、韓国には韓国語に対する情報がマッチされていてよい。一
方、国家に対する情報には、複数の言語に対する情報がマッチされていてよい。例えば、
カナダには、英語及びフランス語に対する情報がマッチされていてよい。
【００９６】
　ディスプレイ１４０は、多様な画面を表示してよい。
【００９７】
　特に、ディスプレイ１４０は、言語設定を実行中であることを示す情報、言語設定が完
了していることを示す情報、複数の言語を含むリストなどのように、言語設定に関連する
多様な画面を表示することができる。
【００９８】
　なお、ディスプレイ１４０は、言語設定が完了すると、設定された言語を用いて、電子
装置１００の初期設定のための画面を表示することができる。
【００９９】
　このようなディスプレイ１４０は、ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄ
ｅ）、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）、ＯＬＥ
Ｄ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅｓ）、ＬＣｏＳ（Ｌｉ
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ｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　ｏｎ　Ｓｉｌｉｃｏｎ）、ＤＬＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｌｉｇ
ｈｔ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ）などのような多様な形態のディスプレイで実現されてよい
。なお、ディスプレイ１４０内には、ａ－ｓｉ　ＴＦＴ、ＬＴＰＳ（ｌｏｗ　ｔｅｍｐｅ
ｒａｔｕｒｅ　ｐｏｌｙ　ｓｉｌｉｃｏｎ）　ＴＦＴ、ＯＴＦＴ（ｏｒｇａｎｉｃ　ＴＦ
Ｔ）などのような形態で実現され得る駆動回路、バックライトユニットなども一緒に含ま
れてよい。
【０１００】
　マイク１５０は、ユーザ音声を受信することができる。ここで、ユーザ音声は、電子装
置１００の初期設定のための音声であってよい。又は、ユーザ音声は、電子装置１００の
特定機能を実行させるための音声であってよい。プロセッサ１２０は、マイク１５０を介
してユーザ音声が受信されると、ＳＴＴ（Ｓｐｅｅｃｈ　Ｔｏ　Ｔｅｘｔ）アルゴリズム
を介してユーザ音声を分析し、ユーザ音声に対応する機能を行ってよい。
【０１０１】
　スピーカ１６０は、多様なオーディオを出力することができる。例えば、スピーカ１６
０は、言語設定を実行中であることを示すオーディオ、言語設定が完了していることを示
すオーディオ、複数の言語の中から１つを選択することをガイドするオーディオなどのよ
うに、言語設定に関連する多様なオーディオを出力することができる。
【０１０２】
　なお、スピーカ１６０は、電子装置１００の言語設定が完了すると、設定された言語を
用いて、電子装置１００の初期設定をガイドするオーディオを出力することができる。
【０１０３】
　入力部１７０は、多様なユーザ命令を入力されてよい。プロセッサ１２０は、入力部１
７０を介して入力されたユーザ命令に対応する機能を実行してよい。
【０１０４】
　例えば、入力部１７０は、複数の言語の中の１つを選択するユーザ命令を入力されてよ
く、プロセッサ１２０は、ユーザ入力によって選択された言語で電子装置１００の初期設
定を行ってよい。なお、入力部１７０は、ターンオン、チャネル変更、ボリューム調節な
どを行うためのユーザ命令を入力されてよく、プロセッサ１２０は、入力されたユーザ命
令に応じて電子装置１００をターンオンさせたり、チャネル変更、ボリューム調節などを
行うことができる。
【０１０５】
　そのために、入力部１７０は、入力パネルで実現されてよい。入力パネルは、パッチパ
ッド（Ｔｏｕｃｈ　Ｐａｄ）或いは各種機能キー、数字キー、特殊キー、文字キーなどを
備えたキーパッド（Ｋｅｙ　Ｐａｄ）又はタッチスクリーン（Ｔｏｕｃｈ　Ｓｃｒｅｅｎ
）方式で実現されてよい。
【０１０６】
　信号処理部１８０は、通信部１１０を介して受信されたコンテンツに対する信号処理を
行う。具体的に、信号処理部１８０は、コンテンツを構成する映像にデコード、スケーリ
ング及びフレームレート変換などの動作を行い、映像を電子装置１００で出力可能な形態
で信号処理することができる。なお、信号処理部１８０は、コンテンツを構成するオーデ
ィオにデコードなどの信号処理を行い、オーディオをスピーカ１６０から出力可能な形態
で信号処理することができる。
【０１０７】
　それにより、ディスプレイ１４０は、信号処理部１８０から出力される映像などをディ
スプレイすることができ、スピーカ１６０は信号処理部１８０から出力されるオーディオ
を出力することができる。
【０１０８】
　プロセッサ１２０は、電子装置１００の動作全般を制御する。
【０１０９】
　プロセッサ１２０は、外部装置の設定言語に対すじる情報、電子装置１００に予め設定
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された国家及び言語に対する情報、及びＡＰ信号に含まれた国家に対する情報のうちの１
つに基づいて、電子装置１００の初期設定のための言語を判断することができる。
【０１１０】
　即ち、プロセッサ１２０は、上述の多様な方法のうちの１つの通じて、電子装置１００
の初期設定のための言語を判断することができる。
【０１１１】
　又は、プロセッサ１２０は、外部装置の設定言語に対する情報、電子装置１００に予め
設定された国家及び言語に対する情報、又はＡＰ信号に含まれた国家に対する情報のうち
少なくとも２つに基づいて、電子装置１００の初期設定のための言語を判断することがで
きる。
【０１１２】
　即ち、プロセッサ１２０は、上述の多様な方法のうち、少なくとも２つを通じて電子装
置１００の初期設定のための言語を判断することができる。
【０１１３】
　例えば、プロセッサ１２０は、外部装置から外部装置の設定言語に対する情報が受信さ
れると、外部装置の設定言語に対する情報に基づいて、電子装置１００の初期設定のため
の言語を判断し、もし、外部装置から外部装置の設定言語に対する情報が受信されなけれ
ば、電子装置１００に予め設定された国家及び言語に対する情報、又はＡＰ信号に含まれ
た国家に対する情報のうち少なくとも１つに基づいて、電子装置１００の初期設定のため
の言語を判断することができる。
【０１１４】
　ただ、それは一実施形態に過ぎず、判断手順は、実施形態に応じて異なってよい。例え
ば、プロセッサ１２０は、まずＡＰ信号に含まれた国家に対する情報に基づいて、電子装
置１００の初期設定のための言語を判断し、もし、ＡＰ信号が受信されなければ、電子装
置１００に予め設定された国家及び言語に対する情報に基づいて、電子装置１００の初期
設定のための言語を判断することもできる。
【０１１５】
　一方、プロセッサ１２０は、外部装置の設定言語に対する情報に基づいた言語が判断さ
れると、当該言語に対応する国家を判断することができる。例えば、外部装置に設定され
た言語が韓国語なら、プロセッサ１２０は当該言語に対応する国家として韓国を判断する
ことができる。
【０１１６】
　又は、プロセッサ１２０は、電子装置１００に予め設定された国家に対する情報に基づ
いて国家を判断することもでき、ＡＰ信号に含まれた国家に対する情報に基づいて国家を
判断することもできる。
【０１１７】
　そして、プロセッサ１２０は、国家が判断すると、当該国家に対する情報に基づいて、
電子装置１００の時間及び放送チャネルのうち少なくとも１つに対する初期設定を行うこ
とができる。例えば、プロセッサ１２０は、国家として韓国が判断されると、韓国標準時
に基づいて電子装置１００の時間を設定し、韓国放送標準に基づいて、電子装置１００の
放送標準を設定することができる。
【０１１８】
　このように、本発明は、言語設定の他にも、遠視装置１００の多様な機能の初期設定を
自動的に行うことができ、それにより、ユーザの利便性が向上する。
【０１１９】
　一方、上述の本発明の多様な実施形態に係る方法は、従来の電子装置にインストール可
能なソフトウェア又はアプリケーションで実現されてよい。
【０１２０】
　なお、上述の本発明の多様な実施形態に係る方法は、従来の電子装置に対するソフトウ
ェアのアップグレード又はハードウェアのアップグレードだけで実現されてよい。



(16) JP 2020-126648 A 2020.8.20

10

【０１２１】
　なお、上述の本発明の多様な実施形態は、電子装置に備えられたエンベデッドサーバ又
は電子装置の外部のサーバを介して行われてよい。
【０１２２】
　一方、本発明に係る電子装置の制御方法を順次に行うプログラムが保存された非一時的
な読み取り可能な媒体（ｎｏｎ－ｔｒａｎｓｉｔｏｒｙ　ｃｏｍｐｕｔｅｒ　ｒｅａｄａ
ｂｌｅ　ｍｅｄｉｕｍ）に保存されてよい。
【０１２３】
　非一時的な読み取り可能な媒体とは、レジスタやキャッシュ、メモリ等のような短い間
データを保存する媒体ではなく、半永久的にデータを保存し、機器によって読み取り（Ｒ
ｅａｄｉｎｇ）が可能な媒体を意味する。具体的に、上述の多様なアプリケーション又は
プログラムは、ＣＤやＤＶＤ、ハードディスク、ブルーレイディスク、ＵＳＢ、メモリカ
ード、ＲＯＭ等のような非一時的な読み取り可能な媒体に保存されて提供されてよい。
【０１２４】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明は以上の実施形態に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を
有する者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的趣旨の範疇内において、各種の変
更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の
技術的範囲に属するものと了解される。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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